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●感染症関連情報（パラナ州及びサンタ・カタリーナ州におけるＡ型インフルエンザ
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●感染症関連情報（パラナ州及びサンタ・カタリーナ州におけるＡ型インフルエンザ

（Ｈ１Ｎ１）感染状況） 

 

１．パラナ州保健局は，7月２３日時点における A型インフルエンザ（H１N1）感染確

認者数及び同死亡者数につき公表したところ，概要は次のとおりです。 

なお，感染者数は前回調査（７月１６日）に比し，１８％増。死者は２名増。 

 

合計感染者数：８９９人（死者２５人） 

最も患者数が多い年齢層：２０～４９歳（３６８人，死者１４人） 

合計都市数：１５４市 

 クリチバ：１４１人（死者４人） 

 ポンタ・グロッサ：６９人（同１人） 

 フォス・ド・イグアス：６５人 

 パト・ブランコ：４９人 

 カンポ・モウロン：２８人  

 サン・ジョゼ・ドス・ピンニャイス：２６人（同３人） 

 ジャグアリアイヴァ：２５人 

 カンポ・ラルゴ：１８人 

 カスカヴェル：１７人 

 フランシスコ・ベルトロン：１５人 

 ロンドリナ：１４人（同１人） 

 サント・アントニオ・ダ・プラチナ：１３人（同１人） 

 ファゼンダ・リオ・グランデ：１２人（同１人） 

 マリンガ：１２人 

 イタペジャラドエステ：１２人 

 チバジ：１１人（同１人） 

 カストロ：１１人 

 シアノルテ：１１人 

 コルネリオ・プロコピオ：１０人（同１人）  

 ピンニャイス：９人（同１人） 

 テレマコ・ボルバ：９人 

 パルマス：９人 

 イビポラン：９人 

 コロンボ：８人 

 グアラプアヴァ：８人 

 パラナグア：７人 

 

２．サンタ・カタリーナ州保健局は，７月１７日時点における A型インフルエンザ

（H1N1）感染確認者数及び同死亡者数につき公表したところ，概要は次のとおりです。 

なお，感染者数は前回調査（７月１０日）に比し，７．８％増。死者は，１０名増。 
 



合計感染者数：６８５人（死者６２人） 

 ブルメナウ：５６人（死者９人） 

 ヴィデイラ：５０人（同４人） 

 フライブルゴ：２７人（同２人） 

    クリシウマ：２６人（同３人） 

 サン・ジョゼ：２３人（同１人） 

 ラージェス：２２人（同１人） 

 イタジャイ：２１人（同１人） 

 トウバロン：２１人（同３人） 

    フロリアノポリス：２０人（同２人） 

 ジョインヴィレ：１８人（同１人） 

 カンポス・ノヴォス：１６人  

 ブルスケ：１５人（同１人） 

 チンボー：１５人 

 カサドール：１４人（同１人）  

 ラグーナ：１３人 

 アララングアー：１２人 

 チジュカス：１１人（同１人） 

 イタペマ：１０人（同１人） 

 インダイアル：１０人 

 

 

●感染症広域情報の発出（「狂犬病～もし咬まれたら，すぐに医療機関へ」）の更新） 

 

１．狂犬病の発生状況 

狂犬病は日本，英国，オーストラリア，ニュージーランドなどの一部の国を除いて全

世界に分布しており，ほとんどの国で感染する可能性があります。 

 

毎年，世界中で 55,000 人以上の人が狂犬病感染で死亡しているといわれています。 

 

特にアジアを中心とした地域で発生が多く確認されていますが，北米，欧州の一部地

域でも感染のおそれがあります。 

 

世界各国における狂犬病の発生状況としては，狂犬病による死亡例が最も多いのはイ

ンドで約 20,000 人(2008 年)であり，また，パキスタンでは 2,490 人(2006 年)，中国

では 2,466 人(2008 年)の感染死亡例が発生しています。このほか，インドネシアでも，

2008 年にバリ州において初めての感染事例が確認されて以降，2011 年までに，100 人

以上の感染・死亡，が確認されています。 

 

 その他，狂犬病の発生状況については，厚生労働省のホームページも御参照くださ

い。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/pdf/03.pdf 

 

日本では狂犬病が撲滅されているため，その危険性を忘れがちですが，2006 年 11 月

に，フィリピンで犬に咬まれた日本人が帰国後に発症，死亡する事例が 2例報告され

ました。 

 

世界各国では現在も感染者が存在する病気なので，海外に渡航，滞在される方は以下

https://webmail.g2.open.mofa.go.jp/OWA/redir.aspx?C=3608fbde9de341c7af8a9cdf7124c1a0&URL=http%3a%2f%2fwww.mhlw.go.jp%2fbunya%2fkenkou%2fkekkaku-kansenshou10%2fpdf%2f03.pdf


の点に御留意ください。 

 

２．狂犬病について 

 

（１）感染源 

狂犬病は，日本では撲滅された感染症ですが，世界中で感染者が出ています。 

 

狂「犬」病という名称ですが，犬に限らず，猫やイタチ等他の哺乳動物(北米ではアラ

イグマ，スカンク，コウモリ，欧州ではキツネ，アフリカではジャッカルやマングー

ス，その他牛や馬など）からも感染することがあります。狂犬病に感染した犬等の唾

液中にウイルスが存在しますので，主に動物に咬まれることで，その傷口からウイル

スが体内に侵入します。 

 

（２）症状 

人の場合，潜伏期間は一般に 1 か月～3か月で，長い場合は 1 年～2年後に発症した事

例もあります。発症した場合はほぼ 100％死亡します。症状は発熱，頭痛，嘔吐など

に始まり，次いで筋肉の緊張，けいれん，幻覚が現れます。水を飲むとのどがけいれ

んをおこし（恐水症），冷たい風でも同様にけいれんをおこします（恐風症）。 

 

犬の遠吠えのようなうなり声をあげ，よだれを大量に流し，昏睡，呼吸麻痺が起き，

死に至ります。 

 

（３）予防方法 

（イ）動物にむやみに手を出さない。 

日本人は犬や猫を見ると無防備に手を出したり，撫でたり，手から直接餌を与えたり

しますが，むやみに犬や猫，その他の動物に手を出さないようにしてください。 

他人のペットであっても要注意です。 

 

（ロ）具合の悪そうな動物には近づかない。 

狂犬病の犬は，多量のよだれを垂らし，物に咬みつく，無意味にうろうろするなど独

特の行動をします。 

 

（ハ）予防接種（暴露前接種） 

狂犬病ワクチンは国内の医療機関で接種することが可能ですが，現在，狂犬病ワクチ

ンの在庫が減少している状況に鑑み，狂犬病の流行地域からの帰国者で犬等に咬まれ

た方，狂犬病の流行地域への渡航予定者で犬等に接触する可能性が高い方に優先的に

接種されています。渡航，滞在先で動物を対象に活動する場合や付近に医療機関がな

い地域に滞在する場合には，検疫所ホームページに掲載されている以下の予防接種可

能な医療機関に御相談ください。 

  http://www.forth.go.jp/moreinfo/vaccination05.html 

 

狂犬病ワクチンを接種する場合は，初回接種後，30 日目，6～12 か月後の計 3 回接種

します。  

 

（４）万一動物等に咬まれた場合の対策 

狂犬病にかかっているおそれのある動物に咬まれてしまった場合，直ちに十分に石け

んを使って水洗いをします（傷口を口で吸い出したりしない）。その後，すぐに医療

機関で傷口を治療し，ワクチン接種をします。発病前であれば，ワクチンの接種は効



果があると考えられていますので，必ず接種してください（破傷風トキソイドを未接

種の方は狂犬病ワクチンの接種とともに，破傷風トキソイドの接種も必ず受けてくだ

さい）。事前に狂犬病の予防接種を受けている場合でも，狂犬病にかかっているおそ

れのある動物に咬まれた場合は治療を目的としたワクチン追加接種が必要となります

ので，必ず医療機関で受診してください。 

 

 また，現地医療機関での受診の有無にかかわらず，帰国時に検疫所(健康相談室)に

御相談ください。  

 

○参考情報： 

厚生労働省検疫所(FORTH)「感染症についての情報 狂犬病」 

  http://www.forth.go.jp/useful/infectious/name/name47.html 

 

国立感染症研究所感染症情報センター：狂犬病 

  http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k03/k03_18/k03_18.html 

 

（問い合わせ先） 

 ○外務省領事局政策課（医療情報） 

   電話：（代表）03-3580-3311（内線）2850 

 

 ○外務省領事サービスセンター（海外安全担当） 

   電話：（代表）03-3580-3311（内線）2902 

 

 ○外務省海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

          （携帯版）http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp 


